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北海道哲学会 ・北海道大学哲学会共催 シン ポ ジウム 《真理論 の諸相》

倫理 に お ける真理

田　村 　圭 　一 ・

は じめ に

　 た とえ ば、 「子供 の 虐 待 は 不 正 で あ る」 と言 う と き、 私 た ちは 当の 発 言 を

以 っ て 、 子供 の 虐待 を非難 す る 以外 に何 も して い ない とす る な らば 、 「子供の

虐待は不正 で あ る」 に 「真で あ る」 と述 語付 ける こ とは 有意味で は な い よ うに

見える。 なぜ な らば 、 「『子供の 虐待は不正で ある』は真で あ る」 と言 うこ とは 、

「子供 の 虐待 は不正 で あ る」 とい う事 態の 存在 を前提 に 、 「子 供 の 虐待 は不正

で ある 」 とい う文が 当の 事態 を正 し く記述 して い る とい うこ とが あ っ て は じめ

て 、有意味 で あ る と考 え られ るか らで あ る 。 道 徳 的 な文 と比 較す る ため に、命

令文 、 ある い は 、 感嘆文を考えて み る 。 命令文 、 あるい は 、 感嘆文 に有意味 に

「真 で ある 」 と述語付 ける こ とは で きない
。 命令文 、 ある い は 、 感嘆文の 機能

は専 ら態度 の 表出で 、 何 らかの 事態 を記述 して い る とは認 め られ な い か らで あ

る 。 同様 に 、 道徳 的 な文 の 機能が 事態の 記述 で は な く、 態度の 表出 で ある とす

る な らば 、道徳的 な文 に 「真で あ る」 と述語付 ける こ と も有意味 で は ない か も

しれ ない
。 したが っ て 、 私 た ち は道徳 的な真理 に 関 し 、 有意味 に語 る こ とは で

きない とい うこ とに なる 。

　以上 の よ うに 、 道徳的な文の 機能に注 目 し、道徳 的な文 は 真偽 を評価 で きな

い とい うこ とか ら、 道徳 的 な真理 を否認す る主 張が非認知 主義 で あ る 1
。 非 認

1 道徳的 な真理 を否認する 主張 と して 、誤謬説 もあ る 。 誤謬説 は 「道徳的 な文 は真偽

　を評価で きる もの の 、 斉
一

的 に偽で ある」 とい う主張で ある 。 あ ら ゆる 道徳 的な 文が

　偽 と される の で 、真の 道徳的な文は存在 しない
。 した が っ て 、 道徳的な真理は 否認 さ

　れ る 。
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知主義の
一

種で あ る 情緒 主義は か つ て 有 力で あ っ た し、 「道徳 的な文 は 態度 を

表出する 機能 を持 っ て い る」 とい う非認知主義の 知見 は 依然 と して 啓発的で あ

る 。 しか し、 本稿 は道徳的 な真理 に関す る従来 の 議論の 先 を行 くこ とを試み る 。

従来の よ うに 、 非認知主 義者の 挑 戦 に応 じ 、 道徳 的な真理 の 存否 を論ず る とい

うこ とで は な く、 道徳的な真理 を認 め 、 道徳的な真理 の 存在 を前提 に 、 道徳 的

な真理が どの よ うなもの で あ る か 、論ずる とい うこ とが本稿の 目的で ある 。

　本稿 が道徳的 な真理 に関す る従 来の 議論 を素通 りし 、 道徳的な真理 を認め る

とこ ろ か ら始め る理 由は 、 以 下 の よ うに 二 点 に まとめ られ る 。 第
一

に、現在、

メ タ倫理 学者の 大半が道徳的 な真理 を認め て い る とい うこ とで ある 。 た とえば 、

ブ ラ ッ クバ ー
ン は非認知主義の 精神 を尊重 し、道徳 的な文の 機能が態度の 表出

で ある と強調す る 。 しか し、 道徳的 な真理 を否認する とこ ろ まで 非認知主義に

付 き合 うとい うこ とは ない
。 ブ ラ ッ クバ ー ン の 意 図は 、 実際 は道徳的な真理 が

存在 しない もの の 、 あたか も道徳的な真理 が存在する か の よ うに語 る権利 を擁

護す る とい うこ とで は な い 。 「犬 を蹴 る こ とは不 正 で あ る」 は実際の とこ ろ 、

真で は ない もの の 、 あた か も真で あ る かの よ うに語 られ る とい う議論で は ない
。

「犬 を蹴 る こ とは不正 で あ る」 は実際 に 真 で あ る （Blackbum 　1998 ：319）。

以上 の よ うに 、 非認知主義の
一

部分 を引 き継 ぐブ ラ ッ クバ ー ン も、 実際 に道徳

的 な真琿 が 存在する と認め る 。 ま して 、 非認知主 義に批判 的な論者 は既 に して

道徳 的な真理 を受け入 れ る用 意が で きて い る。

　 第二 に 、 私た ち は実際 に道徳 的な真理 を語 っ て い る し 、 また 、 道徳的 な真理

を語 る こ とに特段 の 異常 は 見当た らない とい うこ とで ある 。 た しか に 、 命令文 、

あ る い は 、感嘆文 は真理 述 語 を受 け付 け ない
。 私 た ち は 「『静 か に しろ』は真

で ある」 とは言 わ ない
。 道徳 的な文の 場合 は 事情が異 なる 。 道徳的な文は命令

文 、 ある い は 、 感嘆文 と共通す る 機能 を持 っ て い る か もしれ ない
。 しか し、道

徳的な文 に 「真で あ る」、 あ る い は 、 「偽で ある」 と述語付 ける と して も 、 破格

で は な い 。 私た ちは 「『子 供の 虐待は 不正 で あ る』 は真 で あ る」、 あ る い は 、

「『男色 は不 道徳 で あ る』は偽で ある」 と言うこ とが で きる 。 したが っ て 、 挙

証責任 は道徳的 な真理 を舎認す る側 にあ る と言 うべ きで ある 。 道徳的な真理 を
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否認 する な らば 、実際 は存在 しな い はずの 道徳 的な真理 が あ た か も存在す る か

の よ うに 、 「『子供 の 虐待 は不正 で ある 』は 真で ある」 と語 られ る 理 由をあ き ら

か に しな けれ ばな らない 。

　さて
、 今、私た ちが 実際 に道徳 的な真理 を語 っ て い る とい うこ とが道徳 的 な

真理 を認め る理 由 に な る と指摘 した 。 問題 は私 た ちの 道徳 的な経験 の ある が ま

まの 姿 を描 き出す現象論 （phenomenology ）に訴え る ノ∫法論で ある 。
メ タ 倫

理 学上 の 主 張 を評価 す る と き、 私 た ち は 当の 主張が どの 程度 、 現象論 と整合的

で ある か とい う点に注 目す る
2

。 メ タ倫理学上 の 主 張 は現 象論 に 適 合す る か ぎ

りで 、 もっ ともら し さを獲i得す る 。 したが っ て 、 「『子供の 虐待 は不 正 で ある 』

は真 で ある」 と言 うように 、 私 た ちは実際、 道徳的 な真理 を語 っ て い る とい う

道徳 的な経 験の
一

側 面 に訴 える こ とで 、 道徳的 な真埋 を認 め る 方が もっ と もら

しい と言 うこ とが で きる 。 もちろ ん 、 私 た ち の 道徳 的な経験 は必ず しも一
枚岩

で は ない
。 道徳 的な経験 は複数の 異な る側面 を持 ち 、 ある側 面が別 の 側面 と矛

盾す る こ と もある 。 した が っ て
、

メ タ倫理 学上 の 主張が 道徳的 な経験の あ らゆ

る側面 に忠実で ある とい うこ とは 難 しい か もしれ ない
。 だか ら 、 あ る 主張が 道

徳的な経験 の ある 側面 と齟齬す る と して も、 当の 主張が 直 ち に 斥け られ る とは

か ぎら ない
。 メ タ倫理学 上 の 主 張 は現象論 に 忠実で あ る よ り、 む しろ 、 私 た ち

の 道徳 的な経験 の 理解 に修 正 を迫る もの で ある か もしれ な い
。 非認知主 義 は道

徳 的な真理 に 関 し 、 以 上 の 意味 で 修正 主義 的な主張で あ る 。 したが っ て 、 現象

論 を持 っ て くる と、非認知主義 を論破で きる とい う話で は ない
。 しか しな が ら、

「道徳 的な経験の
一

側面 に 息実 に 、 道徳的 な真理 を認め る と こ ろ か ら始め る と

い うこ と もある程度の もっ と もら しさ を持 っ て い る」 と言 うこ とは で きる 。

　以上 の よ うな方法論 に基づ き、 本稿 は 第一節 で 道徳的 な真 理 が どの よ うな も

の と して 経験 され る か とい うこ とを現象論的 に 記述 す る こ とか ら始 め る 。 私た

ちの 道徳的 な経験 は道徳 的 な真理 が
一

方 で 実在論的 （realistic）で ある こ とを 、

他方で 複数 （plural）で ある こ とを要請 して い る とい うこ とが あ き らか に な る 。

2 櫞 論 に訴 える 方法論 躙 し、 Horgan 　and 　Timmons 　2005とKirchin　2003参照 。
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第二 節 と 第三節 は現象論 に適合する 道徳的 な実在論 と道徳的な真理 の 複数性 を

お の お の 論ず る 。 現象論 へ の 忠誠 を徹底す る と き、 両者 を繋 ぎ合せ る必要が 出

て くる 。 しか し
、

一
見する とこ ろ

、 実在論 と真理 の 複数性 は両立 しない
。 第四

節 に お い て 、 私 た ちは 両者 を接続 する 方法を探 る 。 結論 を先取 りす る と 、 両者

は両立する 。 道徳 的な真理 は実在論 的で あ る と同時 に 、複数で ある 。

1 ． 道徳 的な真理 の現象論

　私 た ち は既 に して 「実際 に道徳 的な真理 が語 られて い る」 と現象論 的な記述

に手 を染め て い る 。 私 た ち は道徳 的な真理が語 られて い る とい うこ とに とどま

らず 、 さ らに 、 道徳 的 な真理 が どの よ うな もの と して 語 られ て い る か 、道徳的

な真理が 私た ちに とっ て どの よ うな もの と して 経験 され て い る か とい う点 に 目

を向け る こ とにす る 。 道徳的 な真理 に関 す る現 象論 と して 、以 下 の 二 点が重 要

で ある
。

1 − 1． 行為者の 外 か ら行為者 を拘束す るもの と して の 道徳

　私 た ちは実際 、 「「子供の 虐待 は不正 で あ る』は真で あ る」 と語 っ て い る 。 私

た ちは 大半が 「『子供 の 虐待 は不 正で あ る 』は 真で ある」 と認 め る 。 しか し、

「『子供の 虐待は 不正 で あ る』は真で あ る」 と認め る行為者 も、 何かの 拍子 に

子供 に手を上 げる衝動 に襲 わ れ る か も しれ ない
。 問題 は 行為者が 子供 に手を上

げる と して も、 厂『子供の 虐待は 不正 で ある』 は真 で ある」 とい う道徳的な真理

は変わ らない とい うこ とで あ る 。 裏 を返 す と、 「子 供 の 虐待 は 不正 で あ る」 が

真で ある とい うこ とは 、 私 た ちが 子供 に手を上 げる衝動を持 っ て い ない とい う

こ と に由来 しな い
。 道 徳 的な真 理 は私 た ちの 持 ち合 わせ て い る 衝動 と相関 的に

変異 して い くもの とは考え られ て い ない
。

　 「『子供 の 虐待 は 不 正 で あ る』 は 真で あ る」 とい う道徳 的な真理 が 成 り立 っ

て い るの は 、 私 た ちが た また ま 、 子供 に手 を上げ る よ うな衝動を持 っ て い ない

か らで は な い
。 「犬 を蹴 る こ とは不正 で ある」 が 真で ある の は 、私た ちが た ま

た ま 、 動物愛護の 精神 を持ち合せ て い るか らで は ない
。 「『犬 を蹴 る こ とは不正

で あ る』は真で あ る」 とい う道徳的な真理 が成 り立 っ て い る とい うこ とは 、 私
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た ちが 動物 愛護家 で あ るか ど うか とい うこ と と無関係 で ある 。 結局 、 道徳的 な

真理 は 私た ちが どの よ うな心理的 な状態 を持 っ て い る か とい うこ とと無関係 に

定 ま っ て い る とい う意味 で 、 私 た ちの 外 に位置 して い る と言 うこ とが で きる 。

　道徳的 な真理 は 行為者 に と っ て 外在的で ある か ら
、 なお さ ら

、 行為者 を拘束

す る もの と して 受け取 られ る こ とにな る 。 「『子供 の 虐待 は 不正 で ある 』は真 で

あ る」 とい う道徳的 な真理 は 、 子供 に手 を上 げ る衝動 に 動か され つ つ ある行 為

者 に 自分 の 衝動 を断念 する よ うに迫 る 。 しか し 、 実 際は行為者が 子供 に手を上

げる こ と もある 。 行為者が 衝動の ま ま 、 子供 に手を上 げる と して も、 道徳的な

真理 は依然 と して 行為者を拘束 して い る 。 「子供 の 虐待 は 不 正 で あ る」が 真 で

あ る とい うこ とは 、虐待 の 抑 止 に失敗す る と して も、 行 為者に虐待 を反省 し 、

後悔す る よ うに 強い る か らで あ る。 道徳的な真理 は行為 者 に何 らか の 圧 力 を感

じさせ る とい う意味 で 、 行為者 を拘束する もの と して存在す る 。 以上 の ように 、

道徳的な真理 は行為者の 外か ら行為者を拘束す る もの と して 経験 され て い る と

言うこ とが で きる 。

1 − 2 ．道徳的 な衝突の 不 可避性

　私 た ちは道徳的な 問題 を め ぐる意見 の 不
一
致 をまぬ か れ ない

。 た とえ ば 、 人

工妊 娠 中絶 をめ ぐる 議論は 深刻 な意見 の 不
一致 に悩 まされ て い る 。 母親 の 選択

す る権利 を尊重する 中絶支持の 主張 がある
一

方で 、 胎児 の 生 きる権利 を尊重 す

る 中絶 反対 の 主 張 も有力 で ある 。 両者 の 合意 は困難で あ る よ うに 見 える 。 しか

し、 中絶 をめ ぐる議論は別 に して も、 ある 種の 道徳的な衝突 は解消 され つ つ あ

る と言 える か も しれ ない 。 た とえば 、 人種差別政策 をめ ぐる意見の 不
一

致 は依

然 と して 解消 されて い ない か も しれ ない
。 しか し、 人種差別政 策の 撤廃 に伴い

、

「人種 差別政策 は不正 で あ る」 とい う方向で 意見 の
一

致を見つ つ ある と言 える

か も しれ ない
。 現在の 動向の 延長線上 に 、 将来 、 人種差 別政策 をめ ぐる 意見 の

不
一 致が 完全 に解消 され る とい うこ と も期待 で きる か もしれ ない

。

　 しか し、 あ る種 の 道徳的 な衝突が 解消 され る と して も、 あらゆ る 衝突が原則

的 に解消 可能で あ る とい う見通 しは立 っ て い ない し、 また 、 現 実 に衝突が 存在

す る とい うこ との 重 要性 まで 否定 す る こ とは で きな い
。 た と え ば 、 私 た ち は
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「女性は 男性 と同 じよ うに 教育 を受ける べ きで ある」 と主 張す る 。 しか し 、 あ

る種 の イス ラ ー ム 原理 主義者 は 「女性 は 男性 と 同 じよ うに教育を受けるべ きで

は な い 」 と主張す る。 原理主義者 に言 わせ る と 、 「『女性 は男性 と同 じように 教

育 を受けるべ きで は ない 』 は真 で あ る」。 私 た ちは 原理 主義者 の 主張 を斥 け る 。

しか し 、 私 た ちが原理 主義者の 主張 を否認す る と して も、 「『女性は 男性 と同 じ

ように 教育 を受 けるべ きで あ る』は 真で あ る」 とい うとこ ろ に収束 し 、 衝突が

解消 され る とい うこ とは ない
。 他方 、 原理主義者 は私た ちの 主張を偽 として 斥

ける 。 しか し 、 原理 主義者が 「女性 は 男性 と同 じよ うに教育 を受けるべ きで あ

る」 とい う主張の 真理性を否認す る と して も 、 道徳的 な衝突が 解消 され 、 誰 も

が原理 主 義者の 主 張 を受 け入れ る よ うに なる とい う話で は ない 。 私 た ち と原理

主義者 の 問の 道徳 的な衝突 は残 る 、

　 問題 は 以 一ヒの よ うな道徳的 な衝突が 道徳的な真理 の 衝突 と して経験 さ れ る と

い うこ とで あ る 。 た しか に、私た ちに言わせ る と、 「女性は男性 と同 じ よ うに

教育 を受 けるべ きで は ない 」 とい う原 理 主義者の 卞 張 は偽 で あ る 。 しか し、 原

理 ギ義者に 言わせ る と 、 私た ちの 主張 は決 して 真で は な く、原理主義者自身の

主張が 真理 に な る。 私 た ち は原理 主 義者の 言 うとこ ろ の 真理 に 1司意 しない と し

て も、 私た ちが 「『女性 は男性 と同 じよ うに教 育 を受ける べ きで ある 』 は真 で

ある 」 と言 うな らば、 原 理 主義者は 「『女性は 男性 と同 じよ うに教 育 を受 け る

べ きで は ない 』 は真で あ る」 と主張する とい うこ とは 理解で きる。 女性の 教育

をめ ぐる道徳的 な衝突 に お い て 衝 突 して い る もの は 、 私 た ちの 言 うとこ ろ の 道

徳 的 な真埋 と原理 主義者の 言うとこ ろ の 道徳 的な真理で ある 。 私 た ちは 以 ヒの

ような道徳 的な真理 の 衝突 を まぬ か れ な い もの と して抱 えて い る と言 うこ とが

で きる 。

2 ． 道徳的な実在論

　道徳的 な真理 に 関す る現象論 と して 、道徳的 な真理 の 外在的 な性格 と道徳的

な衝突の 不可避性 が 重要で ある 。 問題 は どの よ うなメ タ倫理 学上 の 主張が現 象

論に適合す るか とい うこ とで あ る 。 行為者 に と っ て の 道徳 的 な真理 の 外在性 と
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整合 的で あ るの は、道徳的 な実在論で あ る 。 他方 、道徳 的 な衝突 とい う事態 を

取 り込 め るの は 、 道徳 的な真理 の 複数 i生の 主張で ある 、， 道徳 的な実在論 と道 徳

的な真理 の 複数性 に 関 し、 順 に 見て い くこ と にす る 。

　 まず 、 道徳 的 な実在論で あ る。 形而 E学的な実在論の
一
種 と して の 道徳 的 な

実 在論 は、 道徳 的 な実 在の 心か らの 独 立 （mind −independence） に コ ミ ッ トす

る主 張で ある 。 す な わ ち 、 「道徳 的 な事態 は 当の 事態 に 関 し 、 私 た ちが どの よ

うな認識 を持 っ て い る か とい うこ と と無 関係 に 成 り立 っ て い る」 とい う主張で

ある 。 道徳的な真理 が 実在論的な もの で ある とは、 道徳 的 な真理が実在論 にお

い て 想 定 され る と こ ろの 、心 か ら独 立の 道徳的 な実在 との 対応 と して 考 え られ

る とい うこ とで ある 。 しか し、 問題 は 真理の 対応説で は な い
。 格別 、 真理 の 対

応説に コ ミ ッ トしな い と して も 、 「道徳 的 な文が 真で あ るの は 、道徳 的 な実在

と対応す る か ぎりで で ある 」と言うこ とが で きる 。 実在 との 対応 とい う条件 は 、

真理 帰属 に 関す る最小 限 度 （minimalist ）の 綱領 に 含 まれ る 。 倫 理 に お け る

真理 に関 し 、 どの よ うな主義主張 を持 っ て い る と して も 、 実在 との 対応 とい う

条件を外 す こ とはで きない 。 む しろ 、 問題 は道徳 的 な実在 の 身分 で ある 。 道徳

的な実在の 心か ら独立 へ の コ ミ ッ トメ ン トの 妥当性が 争われ る こ とに なる 。

　た しか に 、道徳 に関 す る現 象論 は 、 道徳的 な事態が私 た ち の 心 理 的 な状態 と

無 関係 に 成 り立 っ て い る とい うこ とを支持す る 。 子供の 虐待が 不正で あ る とい

う事態 は 、 私 た ちが 子供の 虐待 を どの よ うに評価 す るか とい うこ と と無関係 に

成 り立 っ て い る よ うに 見える 。 しか し、形而 E学 的な実在論が 道徳 に 適用 され

る か ど うか 、 疑 念 は 強 い
。 た と え ば 、 色 は しば し ば 心 に 依存 す る （mind −

dependent） と言 わ れ る 。 もちろ ん 、 ある 特定の佃人が今 まさ に 色 を知覚 しな

い か ら とい う理 由で 、 直ち に色 が存在 しない と結論付け られ る とい う意味で で

は ない
。 感覚を持 っ て い る存在者が存在 しなか っ た とす る な らば 、 何 も色 を持

た ない と考 え られ る とい う意味で で あ る 。 色 とは結局 の と こ ろ 、色 の 知 覚で あ

る と言 わ れ る か も しれ ない
、 知覚 され る 色以 上 の 色 自体は存在 しない と され 、

道徳 も同 じ意味 で心 に依存す る と考え られ る か もしれ ない
。 道徳 は何 らか の 心

理的 に構築 される もの と考えられ 、 少 な くと も道徳 に 関す る か ぎ り、 形而上 学
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的な実在論 は妥当 しな い と言わ れ る か もしれ な い
。

　 しか し 、 形 而上 学 的な実在論は 道徳 に 関 して で あ る と して も、 必ず し も法外

な 主張で は ない
。 なぜ な らば 、 形而上学 的な実在論 は実在 と認識の ギ ャ ッ プ を

認 め る こ とで 、 誤認 を説明で きる か らで ある （Oddie　 2005 ：26− 27）。 形 而 上

学 的な実在論は 第
一

義的に存在論 的な主張 で ある もの の 、 もっ と もら しい 認 識

論 的な含意 を持 ち得る 。 私 たちは 「女性 は男性 と同 じよ うに 教育を受ける べ き

で あ る」 と確信 して い る 。 「『女性 は男性 と同 じよ うに教育 を受ける べ きで あ

る』 は真で ある」 とい う認識 に 自信 を持 っ て い る 。 しか し、 どん なに強 く確信

して い る と して も、 私た ちの 判 断が 誤 っ て い る 可能性 は排 除 され ない
。 道徳 的

な実在論 は実在 と判断 の 問 に ギ ャ ッ プを認 め る こ とで 、 「私 た ちの 道徳的 な認

識 は誤 り得 る」 とい う可 謬主義の もっ ともら しさを救うこ とが で きる 。 道徳 的

な実在が心 に依存 して い る とす る と 、 誤 認の 説明 は 込み 入 っ て こ ざる を得な い 。

　他方で 、実在 と認識の ギ ャ ッ プは認識超越的 （epistemic −transcendent ）な

道徳 的な真理 へ の 道 を開 くと見 な され る こ と もあ る 。 実在 と認識の ギ ャ ッ プは

架橋で きない もの で ある と誇張 され、道徳的な実在は私 た ちの 認識 で きる 範囲

を越 えて い る と見 な され る に至 る 。 したが っ て 、 道徳 的な実在論は結局の とこ

ろ 、 道徳的な真理 へ の 私た ちの 接近 を妨 げる こ とに な る と論 難 され る 。

　以上 の よ うな論難は 、真理 は心 か ら独 立 の 実在 との 対応 と して で はな く、 正

当化 され る 主張可能性 （warranted 　 assertibility ）と して 理解 され るべ きで あ

る とい う議 論へ と変奏 され る こ とが ある 。 厂『子供 の 虐待 は不 正 で あ る』が真で

あ るの は 、 私た ちが正 当に 『子供 の 虐待 は 不正 で ある 』 と主張 で きる場 合 にか

ぎられ る」 とい う議論 で あ る 。 しか し、 「子 供 の 虐待 は 不正 で ある」の 真理性

を 、 認識主体が 正 当に 「子供 の 虐待は不正 で ある」 と主張で きる か どうか とい

うよ うな 、 認識主 体 の何 らか の 心理的な状態 に還元 する 観念論は斥け られ な け

れ ば ならない
3
。 ラ イ トの 批判 を見て み る （Wright　1992 ：19 − 21）。

3 以上 の ような意味で 「観念論」 の 語 を用い る とい うこ とに関 し、Oddie　200S ：14− 17

　参照 。
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　 ライ トは 真理 の デ フ レ的な概 念 を次 の よ うに批判す る 。 真理 の デ フ レ 的 な概

念は 、 「「真 で あ る』 とい う述 語 は主 張 を是認 す る装置 と して機能す る の で 、正

当化 され る 主 張可 能性 と 区別 され な い 」 とい うギ 張 と、 「「p』 が真 で あ るの は 、

p で あ る場合 にか ぎられ る とい う脱引用符の 図式は 、 「真で あ る 』の 意味の 完

全 な説明に な っ て い る 」 とい う屯張 に コ ミ ッ トして い る 。 したが っ て 、 真理 の

デ フ レ説 に 基 づ く と 、 「p は 成 り立 た な い 」が 真で あ る の は、 p が成 り立 た な

い 場合 に か ぎられ る 。 しか る に 、 p が成 り立 た ない の は 、 「p」 は真で ある とい

うこ とが 成 り立 た な い 場合に か ぎられ る 。 した が っ て 、 「p が 成 り立 た な い 」

が 真 で あ る の は 、 「p」が 真 で あ る とい うこ とが 成 り立 た な い 場合 に か ぎられ

る とい う話 に な る 。

　 しか し 、 「2 よ り大 きい あ らゆ る偶 数 は素数 と素数の 和 と して 表 され る」 と

い うゴー ル ドバ ッ ハ の 予想 の よ うに 、私 た ちが真 と も偽 と も確証 で きな い 文 を

持 っ て くる とす る 。 「真で ある 」 と 「主 張可 能で あ る」 が 同 じ述語 で あ る な ら

ば 、 私た ち は ゴ ー
ル ドバ ッ ハ の 予想 が主 張可能で は な い とい うこ とか ら 、

ゴ ー

ル ドバ ッ ハ の 予 想の 否定 を主張で きる とい うこ と に な る 。 しか し 、
ゴ ー

ル ド

バ ッ ハ の 予想 は真偽 を確証で きない か ら 、
ゴー ル ドバ ッ ハ の 予想 の 否定 を主 張

する こ ともで きない
。 した が っ て 、 ラ イ トに 言わ せ る と 、 真理の デ フ レ的な概

念は 困難 を抱 えて い る 。 「真 で あ る」 と 「主張可 能で あ る」は 外延が異 な る の

で 、規 範的な力が異 な る 。 「真で ある」 と 「主張可 能で ある 」の 同
一 視 は 挫 折

する
。

　問題 は真理 を正当化 さ れ る 主 張可 能性 と同
一
視す る 議論 で あ る （Khlentzos

2004：27）。 ラ イ トの 批 判は 、 あ くまで 真理 の デ フ レ的 な概念 に向 け ら れ て い

る 。 しか し 、 真理 の デ フ レ説が コ ミ ッ トして い る 「『p』が 真 で あ る の は 、 p で

ある場 合に か ぎられ る 」 とい う図式の 方 は 、 真理帰属 に 関す る最小限度の 綱領

に含 まれ る無害な もの で あ る 。 ラ イ ト自身が 照準を合せ て い るの も、 専 ら主張

可 能性 の 問題 で ある 。 ラ イ トの 議論 は 結局、主張可 能性 の よ うな認識 卞体の 心

理 的 な状 態 に訴 える観念論 的 な真 理 概念 に無理 が あ る と示 唆 して い る 。 した

が っ て 、 私 た ちは 「真理 は心か ら独立 の 実在 との 対応で あ る」 とい う実在論 的
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な真理概念 を断念 し、 観念論的 な真理概念 に 乗 り換 える 理 由を持 っ て い な い
。

私 た ちは実在 論的な真理概念 を維持 しなが ら、道徳的な認識の 問題 に取 り組 む

べ きで ある 。 実在 と認識の ギ ャ ッ プ を認 め る と して も、 道徳的 な実在 が認識不

可 能にな る とは か ぎらない 。 ギ ャ ッ プ を乗 り越 える認識 の 可 能性 と して 、 直覚

主 義的 な認識論が参考 に な る
4
。 直覚主義の 観点か ら道徳的な実在論 と組み 合

され る 認識論 を構築す る こ とが で きる か もしれ ない
。

3． 道徳的な真理 の複数性

　私た ち は女性の 教育 をめ ぐる 意見 の 不
一
致 に注 目し

、 道徳的な衝突が まさに

道徳 的な真理の 衝突 と して 経験 され る とい うこ と を描 き出 して お い た 。 「道徳

的 な真理 の 衝 突」 と言 う以上 、 当然 、 真理 は複数 、 存在 しなけれ ば な らない
。

しか る に 、 私 た ち は原 理 主義者 の 主張 を偽 と して 斥 け るか ら、 私た ちの 言 うと

こ ろ の 真理 と肩 を並べ る と 目され る 「原理 主義者の 言 うとこ ろ の 真理 」は
、 既

に して 存在 しない はずで ある と反論 され る か もしれ ない
。 しか し、原 理 主義者

の 言うとこ ろの 真理は厳然 と して 存在す る 。 なぜ な らば 、 道徳的 な衝 突 を真剣

に 受け取 る と き、 私 た ち の 主張 と原理 主義 者の 主 張 は対称的で なければ な らな

い か らで ある 。 私た ちと原理 主義者が 双方 と も十分に合理 的で ある として も、

何 れ か
一

方が 自分 の 主張 を諦 め 、他方の 主 張 に 同意す る とは期待で きない とい

う意味 で 、 両者の 主張 は対称 的で なけれ ばな らない
。 したが っ て 、 私 た ちの 主

張が真で ある な らば 、 原理 主 義者 の 主 張 も真 で ある 。 私 た ち と原理主義者 の 何

れ か
一

方の 認識 に 「何 らか の レ リヴ ァ ン トな事実を見落 して い る」な どの 欠陥

が 存在 し 、 欠陥が 矯正 され る と きに 消失す る と予 想 され る衝 突は 表面的な もの

にす ぎない
。 問題 は認識の 欠陥が矯正 される と して も、 依 然 と して 残 らざる を

得 な い 道徳 的 な衝突が存在す る とい うこ とで あ る 。 複数の 道徳 的な真理 が 存在

す る とい う主張 は 、 「道徳 的な衝 突 は 理想 的 な極限 にお い て 依然 と して 回避で

きない もの と して 残 る」 と して 、道徳的 な衝突 を真剣 に受 け取 る と こ ろ に胚 胎

4 直覚主義的な認識論の 再興に 関 し、Shafer−Landau ・2003 ：ch ．ユ2参照 。
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す る
5

。

　 道徳的な真理 の 複 数性 の 主張 は 、道徳的 な相対主義 と混同 され る べ きで は な

い
。 相対 主 義者 に 言わせ る と 、 女性 の 教 育 をめ ぐる 衝 突 は 「私 た ちに と っ て

『女性は男性 と同 じよ うに 教育を受けるべ きで あ る』 は真 で ある 。 他 方 、 原理

主義者に と っ て 『女性は 男性と同 じ よ うに教育を受けるべ きで は ない 』は 真で

あ る」 とい う道徳 的 な真理 の 棲 み分 け と して 整理 され る 。 「私 た ちに と っ て

『女性 は男性 と同 じよ うに教 育 を受ける べ きで あ る 』は真 で ある」 と 「原理主

義者 に と っ て 『女 性 は 男性 と同 じよ うに 教育 を受け るべ きで は ない 』 は真 で あ

る」は矛盾 しない
。 「私 た ちに と っ て」、 ある い は

、 「原理 主義者に と っ て」 と

真理 が 限定 され て い る か らで ある 。 私 た ちは 「私 た ちに と っ て 『女性 は 男性 と

同 じように教育を受 けるべ きで ある』が 真で ある」 と言 う以上 に 、 原理主義者

に と っ て の 真理 に くちば しを挟 まな い し、 原理 主 義者 も同様 で あ る 。 相対主 義

に訴える と き、道徳的な衝突は消去 され る はずで ある 。

　 しか し、実際 は道徳 的な衝突 が残 る 。 なぜ ならば、 真理 は定言的 （categori −

cal ）で あるか らで ある （Timmons 　l999 ：142）。 す なわ ち 、 真理 は 「私 た ちに

と っ て 」、 あ る い は 、 「原理 主義者 に と っ て」 と条件付 け られ る もの で は ない
。

した が っ て
、 「『女性 は 男性 と同 じ よ うに教育 を受け る べ きで あ る』は 真で あ

る」 と主 張 する と き、 私 た ちは 原理主義 者の 主 張 を端 的 に 否定 し 、 「女性 は男

性 と同 じよ うに教育 を受けるべ きで は ない 」 に 「偽 で ある」 と述語付 ける よ う

に余儀 な くされ る 。 原理 主 義者 も自らの 真理 の うち に 閉 じこ も っ て い られ ない
。

原理主義 者は 「女性 は男性 と同 じよ うに 教育 を受ける べ きで ある 」を斥 ける よ

うに駆 り立 て られ る 。 真 理 の 定言性 は 、 相対 主 義 者 の 用 い る 「私 た ちに と っ

て 」 ・ 「原理 主 義者に と っ て」 とい う真理の 限定 が実際 は真理 を限定で きない

とい うこ とを暴 露 して い る 。 道徳的 な真理 の 棲み分 け は不可 能で あ る。 「私 た

ち に と っ て 」の 真 理 は相対主 義者 の 意 図 に 反 し 、 「私 た ちに と っ て 」 とい う限

5 翻 っ て、「あ らゆ る道徳的 な衝突 は理 想的 な極限 にお い て解消 され る」 とは （「超 越論

　的」？）仮 象で あ る 。
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定の うちに と ど ま っ て い る こ とな く、 自らが 同時 に原理主義者 に とっ て も真理

で あ る と声高 に 訴 え る もの と して 存在 す る 。 私 た ち に と っ て の 真理 は 「私 た

ち」 の 範囲 を越 える と こ ろ で 、 依然 と して 規範 的で あ る 。 原理 主義者 に と っ て

の 真理 も、 「原理 主義者」の 範囲を越 える とこ ろ で 、規範的 に振 る舞う。

　道徳的 な衝 突は 道徳的 な真理 を相対化す る こ とで 消去 で きる よ うな代物 で は

ない
。 道徳的 な相対主 義は現象論 を裏切 っ て い る 。 私 た ちの 言 うとこ ろ の 真理

と原理 主義者の 言 うと こ ろ の 真理 は実際 、 相容れ ない もの と して衝突 して い る 。

相対主義者が真理 の 棲 み分 けを演 出す る とき、 真理 が複数で ある とい うこ との

意義 はか ぎ りな く失わ れ る 。 真理の 棲み 分 けが 可能で あ る ならば、複数の 真理

が 存在す る と言 うよ り、 む しろ 、 単
一

の 大 きな真理 の うちに 、 私 たち に と っ て

の 真理 と原理 主義者 に とっ て の 真理 が統
一

され る と言 う方が適切 で あ る 。 しか

し、 両者は どの ような意味で で ある として も、 統
一一され る もの で はない

。 両者

の 統一
の 物語 は 、 現実の 道徳 的な衝突 を蔑 ろ に して い る 。 現象論 に 見合 うの は

道徳的 な相対主 義で は な く、 道徳的 な真理 の 複数性 で ある 。

4 ． 道徳的な実在論 と道徳的な真理 の複数性の 両立可 能性

　道徳 的な真理の 現象論 は メ タ倫理学にお い て 、
一 方で 実在論 を、他方で 真理

の 複数性 を要請 して い る 。 しか し 、 実在論 と真理 の 複数性 は両立 不可能で あ る

よ うに見 える 。 なぜ な らば 、 通常 、 実在の在 り方は
一

意的 に確定 され て い る と

想定され る か らで あ る。 実在の
一 意的に確定的な在 り方に対応する記述 は生 き

残 る と して も、 ほ か の 記述 は 真で は あ り得 ない
。 し たが っ て 、 実在論者 は真理

の 複数性を受け入れ られ ない とい う議論で ある 。

　 しか し、 実在の 心 か らの 独 立 を真剣に 受け取 る な らば 、 実在 は私 た ちの 期待

す る よ うに確定 され て い る とは か ぎらない と言 うべ きで あ る 。 実在は 私たちが

実在 を分節化 する と きの あ る分節化の 方法 が正 し く、 また 、 別 の分節化の 方法

が 誤 っ て い る と決 め られ る よ うな形で 確定 され て い る とは か ぎらない
。 実在 は

実在の 分節化 との 関係 で 見 るか ぎ り、 必 ず し も f’分 に 確定 され て い ない （un −

derdeterminate）か もしれ ない
。
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　た とえば 、 メ レ オ ロ ジ ー （mereology ）を持 っ て くる と 、 「存 在す る 個体 の

数 は 3 で あ る」 と 「存在す る個体 の 数 は 7 で あ る」 とい う記述が 同時 に真 で あ

り得る 。 メ レ オ ロ ジ ー
に お い て 、 集合は個体の 身分 を認 め られ る 。 した が っ て 、

カ ル ナ ッ プ流 に X1
，
　 X 、，

　 X 、が 存在 す る と分節化 され る 世 界は 、
レ ス ニ ェ フ ス

キ ー
に 言 わ せ る と

、 個 体 と して Xl
，
　X2

，
　X3

，
　Xl ＋ X2

，
　X2＋ X3

，
　X3 ＋ Xl ，

　X1＋ X2＋ 急 を

含んで い る と分節化 され得 る か らで ある 。

　集合が個体 と して 存在する か どうか とい うこ とは 、 世界 の 実際の 在 り方 と照

ら し合せ る と し て も 、 決 め られ ない
。 した が っ て 、バ トナ ム に言 わ せ る と、実

在へ の コ ミ ッ トメ ン トは不 要で ある 。 む しろ 、 「存在す る」 ・ 「個体」 とい う

表現 の 用 法に 目 を向けるべ きで ある 。 「存在 す る」 は 単
一

の 絶対 的 な用法 で は

な く、 あ る 一群 の 用法 を持 っ て い る 。 「存在する」 とい う表現 自体 は メ レ オ ロ

ジ カル な集合の 存否 を決 め られ ない
。 日常 言語 を習得 す る た め に、 メ レ オ ロ

ジーの よ うな特殊言語 ・副言語 （sublanguage ）の 習得 まで 要請 され る とい う

こ とは な く、 日常的に用 い られ る 自然 言語 は 「存在 する」 の何 れ の 用法が 正 し

い か 、 未決の ままに して お くか らで あ る （Putnam 　2004：43）。

　た しか に 、 「存在 す る」の 用法 に関 し 、 カ ル ナ ッ プ と レ ス ニ ェ フ ス キ
ー

の 何

れが 正 しい か 、 実在は決め て くれ ない
。 しか し、 カ ル ナ ッ プに従 うと き、 存在

す る 個体 の 数が 7 で は な く、 3 で あ る と い うこ とは世 界の 実際の 在 り方 と照 ら

し合せ る こ とで は じめて 、 あ きらか に される 。 メ レ オ ロ ジー
の 例 証 して い る こ

とは 、 心 か ら独 立 の 実在 へ の コ ミ ッ トメ ン トの 要 ・
不 要で は な く、 実在が 私 た

ちの 持 ち合 わ せ て い る分節化の 方法 との 関係 で 、 不確定 な部分 を残 して い る と

い うこ とで ある 。 裏を返す と、 レ ス ニ ェ フ ス キ
ー

が通 常 と異 な る 「存在す る」

を用い て い る とい う 「量化子の 変異 （quantifier　variance ）」を以 っ て して も、

十 分 に 構 造 化 さ れ て い な い （unstnlctured ）実在 は 否 定 さ れ な い （Hirsch

2002 ：58− 59）。 実在 は 十分 に確定 され て い ない 部分 を残 して い る 。 した が っ

て 、 実在論 を採用 す る と して も、真 理 が
一 意的 に確定 され る とい うこ とは な く、

真理の 複 数性 を認 め る余 地が出て くる
6
。

　道徳的 な実在 も十分 に確定 され て い な い 部分 を残 して い る 。 私 が あ る 人物か
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ら本 を借 りて い る と想 定 す る 。 私 は貸 し手 に 本 を返 すべ きで あ る 。 しか し、

「貸 し手が 図書館 か ら本 を盗 んで きて い た」 と判明するか もしれ ない
。 もは や 、

貸 し手に本 を返 すべ きで は な い よ うに見 える 。 しか し 、 「貸 し手が 図書館 か ら

本 を盗 んで きて い た」 とい う事実 は 「私が貸 し手に本 を返す」 とい う行為の 評

価 に イ レ リ ヴ ァ ン トで あ る か も しれ ない
7
。 したが っ て 、 次 の よ うに 言 うべ き

で あ る 。 す な わ ち 、 「貸 し手が 図書館か ら本 を盗 んで きて い た とい う事実が道

徳的に レ リ ヴ ァ ン トで ある ならば、私 は 貸 し手に本 を返すべ きで は ない
。 しか

し 、 他方で 、 貸 し手が図書館 か ら本 を盗 ん で きて い た とい う事実が道徳的に イ

レ リヴ ァ ン トで ある な らば 、 私 は貸 し手 に本 を返すべ きで ある」 と。 「本 を盗

ん で きて い た」 とい う事実の 道徳的な レ リヴ ァ ン ス
、 ない しは 、 イ レ リヴァ ン

ス を決定 し得る さ らな る事実 を持 っ て くる と して も、今度 は 、 新 た に注 目され

る とこ ろの 事実の 道徳的 なレ リヴ ァ ン ス
、 ない しは 、 イ レ リヴァ ン ス が 問題 に

なる 。 道徳 的な実在 は無際限 に 重層 的 に状況付 けられ る構 造 をは らんで い るの

で 、 道徳的 な レ リ ヴ ァ ンス 、 ない しは 、 イ レ リヴ ァ ン ス に 関 し 、 不確定な部分

を残す こ とにな る
8

。

　以上の よ うに 、実在の 不確定性 に訴 え る議論 は結局の とこ ろ 、 相対主義に 譲

歩 して い る と言 わ れ る か も しれ ない
。 す な わ ち 、 「カ ル ナ ッ プ流の 存在論 に相

対 的に 『存在 する 個体の 数 は 3 で あ る』 は真で ある 。 他方 、
レ ス ニ ェ フ ス キ

ー

6　 「実在は 複数の 異なる 仕方で 構造化 され 得 る の で 、 複 数の 真理 を許容す る」 と言 う

　 こ とが で きる 。 デ ヴ ィ ッ トは 実在論者の 描 く像 を以 下 の よ うに ま とめ て い る 。 「T と

　T ’

が現象の 基礎 にある と され る 異 なる 因果 的な構造の 記述で ある とす る 。 私たち は観

　察可 能な結果 を得る た め に、現 実 に基礎 に な っ て い る 構造 を操作す る こ とがで きる 。

　操作 で きな い と信 ず る理 由は なv   した が っ て 、構造が 記述 T に適 っ て い る な らば 、

　結果 はある種の もの になる し、 また 、 構造が記述 T ’

に 適合する ならば 、 結果 は異な る

　種類の もの に な る」 （Devitt　2002：43）。

7　 「貸 し手が 図書館 か ら本 を盗ん で きて い た」 とい う事実が 自然的 な事 実で ある と し

　て も、「『本 を盗んで きて い た』とい う事実は 道徳的に レ リヴ ァ ン ト （ない しは 、 イ レ リ

　ヴ ァ ン ト）で ある」とい う事実は非 自然的 な事実で あ る （Dancy　2006：141− 142）。

8 道 徳的 な実在の 無 限の 重 層性 に 関 し、拙 稿 、「道徳 的 な実 在論 の 非 自然主義的な
一

形

　態の 素描 （英 文）」 （日本倫理学会編、『倫理 学年報』第55集、2006年）参照 。
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流 の 存在論 に相対 的 に 『存在す る 個体の 数は 7 で あ る』 は真で あ る」、 あ る い

は 、 「貸 し手が 図書館 か ら本 を盗 ん で きて い た とい う事実 の 道徳 的 な レ リ ヴ ァ

ン ス に相対的 に 『私 は貸 し手 に本 を返すべ きで は ない 』は 真 で あ る 。 しか し 、

本を盗 んで きて い た とい う事実の 道徳的 な イ レ リヴ ァ ン ス に 相対的に 『私 は貸

し手 に本 を返すべ きで あ る 』は 真で ある 」 と言わ れ るか もしれ ない 。

　 しか し 、 「存在 す る 個体 の 数 は 3 で あ る 」とい う主 張 は 潜在的 に 「集合 は個

体 と して 存在 し ない 」 とい うカ ル ナ ッ プ流 の存在 論 に コ ミ ッ トし、 また 、 「存

在す る個体の 数は 7 で あ る 」は 潜在的に 「集合 は 個体 と して存在す る 」 とい う

レ ス ニ ェ フ ス キ ー流 の 存在論 に コ ミ ッ トして い る 。 お の お の の 背景 に あ る存在

論が 両立 しな い か ら 、 「存在す る 個体の 数は 3 で ある」 と 「存在す る 個体の 数

は 7 で ある 」 は形式上 、

…
方が他 方の 否定 に な っ て い ない と して も、 衝突 して

い る （affirmatory 　 conflict ）。 結局 、 私た ちは 真理 の 相克を消去 し 、 真理 を相

対化す る とこ ろ に至 っ て い ない 。 実在が不 確定な部分 を残 して い る とい うこ と

は 、 真理が 実在 を分節化す る方法 に 相対化 され る とい うこ と とは別の 話で ある 。

5． 結語

　道徳 は 行為者 の 外側 に位 置 し、 外 か ら行為者 を拘 束する もの と して 存在す る

とい うこ とは 、 道徳 に 関す る現象論の 中心 に位 置 して い る 。 形而上 学的な実在

論 の
一

種 と して の 道徳的 な実在論 は 、 以 上 の 現象論 に 忠実で ある よ うに見 える 。

また
、 道徳的な相対主義は 道徳的な衝突を消去する 装置 と して 機能するか ら 、

現象論 を裏切 っ て い る 。 私 た ちは 現 実 に 道徳 的な衝突 をまぬ か れ ない
。 私 た ち

が拒絶す る とこ ろ の
、 私 た ちの 主 張 と衝 突す る 主張 も真 理 に棹差 して い る 。 相

手の 主 張 も私た ちの 主 張 と同 じ重 み を持 っ て い る 。 原理 主義者 の 主 張 も同 じ重

み を持 っ て い る か ら、 なお さ ら 、 私た ちは原 理 主義者の 主張 を否定する よ うに

駆 り立 て られ る 。 道徳 的な真理 の 複数性 は 、 現実 に決 して 解消 され ない よ うに

見 える もの と して 道 徳 的な衝突が 存在す る とい う現象論 か らの 帰結で あ る 。

　 メ タ倫理 学 に お い て 、 形而 E学 的 な実在論 と真理 の 複数性 を繋 ぎ合せ る本稿

の 試み は 、 以上 の よ うな現象論へ の 確信に よ っ て 動機付 けられ て い る
。
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